
　消費生活相談窓口には「賃貸住宅を退去す
るときに、壁紙の張り替えや畳のタバコの焦
げ跡などの修繕費用でトラブルとなった」と
いう相談があります。
　賃貸住宅の修繕の貸主負担部分、借主負担
部分などの修繕の考え方は国土交通省の「原
状回復をめぐるトラブルとガイドライン」に
示されていますので、退去時に納得できない
場合はガイドラインを確認しましょう。
　借主に負担が求められるのは、わざと傷を
つけた場合、誤って汚した場合などです。退
去時に自分が付けた傷や汚れではないこと
を主張するためには、入居時に貸主立ち会い
のもと部屋を確認しておきましょう。そし
て、傷などを見つけたら写真を撮るなど証拠
を残しましょう。
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消費者ホットライン　TEL 188
くらし人権課　石原　TEL 22-1134

賃貸住宅の退去時の
トラブルは入居時に防止

教育最前線！教育最前線！ 教育研究所 宮島　TEL 23-5920
～ふるさと多治見の“ひと・もの・こと”に学ぶ～

　教育研究所では、国の『土曜日の教育支援体制構
築事業』を受け、土曜学習「わがまち 多治見大好き
講座」を実施しています。講座には、毎回多くの小・中
学生が集うとともに、活動を支える中学生ボランティ
アも活躍しています。
　11月には「多治見ふるさと仕事塾」を開催しまし
た。とうしん学びの丘エールを会場に、小・中学生151
人が多治見のくらしや伝統文化を支えるさまざまな
仕事について学びました。講師は、多治見ロータリー

クラブの協力により、陶器やタイルなどの製造業をは
じめ金融・保険・飲食など、19職種34人の皆さんにお
願いしました。
　第一線でご活躍の皆さんから体験を交えて学んだ
時間は、子どもたちに将来への夢と希望を抱かせたこ
とでしょう。今後も、ふるさとの“ひと・もの・こと”から
学び、多治見を好きになり、多治見の未来を開く“人財”
を育んでいきたいと思います。

▲義足を装着した歩行体験 ▲陶芸作家からの直接指導

災害時も安心！ラジオがなくても
ホームページから放送を聴けます
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「藤本 博子」さん
ふじもと  ひろ こ

担当番組
①PiPi morning smile　
放送日 月曜日
時間 7:00～9:00
②たじみ・ふるさとWalker
放送日 水曜日
時間 9:00～10:00
③PiPi twilight way
放送日 木曜日　時間 17:00～19:00
自己紹介
　外に出掛けて、自分の目で確かめることが好き
で、今は市内をウオーキングするラジオコーナーに
力を入れています。パーソナリティーになって間もな
く８年。月日の流れに驚きと同時に多くの方に支え
られていることに感謝です。これからも爽やかに声
を届けたいと思いますのでよろしくお願いします。

31 平成3 0年2月 地域で興味のあることを市職員が説明する「おとどけセミナー」をぜひご利用ください


